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38. 松村貴与美, 井手一茂, 辻 大士, 中村廣隆, 近藤克則． 

通いの場参加と社会経済階層：JAGES2019 横断研究.  

第 82回日本公衆衛生学会総会, つくば，2023年 10-11月. 

 

39. 島田怜実, 松山祐輔, 木野志保, 木内 桜, 近藤克則, 相田 潤． 

所得と認知症の関連における喫煙の媒介効果 JAGES2010-2019 縦断研究.  

第 82回日本公衆衛生学会総会, つくば，2023年 10-11月. 

 

40. 西田 恵, 花里真道, 近藤克則． 

地域の子どもの存在と高齢者とうつとの関連の機序：JAGES2019 横断研究.  

第 82回日本公衆衛生学会総会, つくば，2023年 10-11月. 

 

41. 増子紗代, 松山祐輔, 近藤克則, 相田 潤． 

日本人高齢者の趣味の有無の変化と要介護リスクに関する前向きコホート研究． 

第 34回日本疫学会学術総会，大津，2024 年 1-2月． 

 

42. 王 鶴群, 辻 大士, 井手一茂, 中込敦士, Ling Ling, 近藤克則． 

幼少期の逆境体験と高齢期の主観的幸福感との関連:友人と会う頻度の媒介効果は？  

JAGES 2016-2019 縦断研究． 

第 34回日本疫学会学術総会，大津，2024 年 1-2月． 

 

43. 竹内寛貴, 中込敦士, 井手一茂, 近藤克則． 

高齢者の性・年齢階級別、就労頻度の変化：JAGES2019-2022 繰り返し横断研究． 

第 34回日本疫学会学術総会，大津，2024 年 1-2月． 

 

44. 松本一希, Yu-Ru Chen, 松岡洋子, 森 優太, 吉田絋明, 花里真道, 近藤克則． 

駅やバス停への近接性と高齢者におけるうつ発症リスクとの関連：車利用による比較． 

第 34回日本疫学会学術総会，大津，2024 年 1-2月． 
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46. 井手一茂, Chen Yu-Ru, 小林周平, 中込敦士, 花里真道, 近藤克則． 

柏の葉エリアの高齢者は健康長寿か？：JAGES 柏市 2013-2022 縦断研究． 

第 34回日本疫学会学術総会，大津，2024 年 1-2月． 

 

47. 田中琴音, 井手一茂, 中込敦士, 河口謙二郎, 竹内寛貴, 遠又靖丈, 田中和美, 近藤克則.  

子ども時代に貧困だと、高齢期の食事の食品多様性が低いのか？：JAGES 2022 横断研究.  

第 34回日本疫学会学術総会，大津，2024 年 1-2月． 

 

48. Chen Yuru, 井手一茂, 小林周平, 花里真道, 中込敦士, 近藤克則． 

柏市柏の葉に居住する高齢者と健康・ウェルビーイング：2013-2022 縦断研究． 

第 34回日本疫学会学術総会，大津，2024 年 1-2月． 

 

49. 松村貴与美, 井手一茂, 竹内寛貴, 辻 大士, 横山芽衣子, 渡邉良太, 近藤克則． 

高齢者の都市度・性・年齢階級別の地域組織参加・就労 者割合：JAGES2022 横断研究． 

第 34回日本疫学会学術総会，大津，2024 年 1-2月． 

 

50. 津下一代． 

肥満症の場合、どのくらいの減量が望ましいか～食事・運動の秘訣～． 

第 31回日本医学会総会（市民向けセッション），東京，2023年 4月.  

 

51. 津下一代． 

人生 100年時代の健康行政・健診・保健事業のあり方． 

第 31回日本医学会総会, 東京, 2023年 4月． 

 

52. Kazuyo Tsushita. 
Effects of Weight Loss on Glucose Metabolism in Overweight People in Japan. 
IDF-WPR Congress 2023, WCS-04: Obesity in Diabetes, Kyoto, July 2023. 
 

53. 津下一代． 

健康・医療データを駆使する糖尿病の発症・重症化予防の未来．糖尿病性腎症重症化予防プログラ

ムの効果検証． 

第 23回日本糖尿病インフォマティクス学会年次学術集会，岐阜，2023年 8 月． 

 

54. 津下一代． 

特定健診・保健指導の理念の原点と今後の展開． 

第 82回日本公衆衛生学会総会（公開シンポジウム），つくば，2023年 10-11月. 

 

55. 津下一代． 

健康日本 21（第三次）と第４期特定保健指導の動向を踏まえたメタボ対策． 

第 44回日本肥満学会・第 41回日本肥満症治療学会学術集会・JASSO産業医研修会,仙台, 

2023年 11月. 

 

56. 村山伸子． 

栄養政策における環境整備．鼎談「ヘルスプロモーションの谷間に火を灯す－健康行動を促す環境

整備をどう進めるか？」． 

第 31回日本健康教育学会学術大会, 東京, 2023年 7 月. 
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［令和６年度］ 

1. 辻 一郎． 

健康日本 21（第三次）と自然に健康になれる社会環境． 

第 73回東北公衆衛生学会，仙台，2024 年 7 月． 

 

2. 辻 一郎． 

健康日本 21（第三次）とこれからの健康づくり戦略〜2040年問題へのチャレンジ〜． 

第 51回北陸公衆衛生学会，福井，2024 年 11月． 

 

3. 辻 一郎． 

健康日本 21（第三次）と今後の健康づくり戦略． 

第 20回秋田県公衆衛生学会，秋田，2024 年 11月． 

 

4. 辻 一郎． 

健康日本 21 におけるたばこ対策の意義． 

第 34回日本禁煙推進医師歯科医師連盟学術総会，和光，2025年 3月． 

 

5. 相田 潤.  

フッ化物洗口やフッ化物配合歯磨剤のさらなる展開：WHOやコクランライブラリーの解説を交えて. 

第 73回日本口腔衛生学会総会，盛岡，2024 年 5 月． 

 

6. 相田 潤.  

8020達成率改善で歯の喪失は減少？医療ニーズの評価方法の変化とニーズ急増の実態.  

第 83回日本公衆衛生学会総会, 札幌，2024 年 10月． 

 

7. Aoi Tsuzuki, Kamada Masamitsu, Shiho Amagasa, Jun Kitayuguchi, Takuma Miyashita, 
Takafumi Abe, Tatsunosuke Gomi, Kenta Okuyama, Masataka Taguri, Shigeru Inoue.  
Scaled-up study of a multi-strategic community-wide intervention promoting physical activity: 
a single-arm pre-post study.  
The 10th International Society for Physical Activity and Health Congress (ISPAH), Paris, Oct 
2024． 
 

8. Noriko Takeda, Yukio Oida, Shigeru Inoue, Motohiko Miyachi. 
Utilisation Situation of Physical Activity Guidelines in Policy Development and 
Implementation in Municipalities. 
The 10th International Society for Physical Activity and Health Congress (ISPAH), Paris, Oct 
2024． 
 

9. 井上 茂，菊池宏幸，小熊祐子. 

健康日本 21（第三次）推進のためのアクションプランを考えるワークショップ－栄養・食生活、身

体活動、たばこ－［身体活動分野］.  

日本健康教育学会主催 健康教育学会ワークショップ，東京，2025年 2月．  

 

10. 吉野友実子，岡村智教． 

日本高血圧学会「高血圧ゼロのまちづくり」モデルタウン事業を踏まえた市町村における「健康日

本 21」の高血圧対策の推進：汎用アクションプランの開発. 

第 46 回日本高血圧学会総会，福岡，2024 年 10月． 
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12. 片野田耕太． 

たばこ分野の３つのアクションプラン－健康日本 21（第三次）推進のために.  

第 32回日本健康教育学会学術大会，長野，2024 年 7 月. 

 

13. 片野田耕太． 

健康日本 21（第三次）にむけて実効性のあるたばこ対策に取組むために～受動喫煙対策の強化～.  

第 34回日本禁煙推進医師歯科医師連盟学術総会，和光，2025年 3月． 

 

14. 内海智博，吉池卓也，河村 葵，松井健太郎，栗山健一． 

労働世代における週末の寝だめと死亡転帰の関連（縦断的検討）． 

6NCリトリート，東京，2024 年 4月． 

 

15. 栗山健一. 

高齢不眠の病態基盤の理解と治療戦略 ～健康づくりのための睡眠ガイド 2023 の理解も含めて～. 

スポンサードシンポジウム.  

第 8 回日本老年薬学会学術集会，東京，2024 年 5 月． 

 

16. 栗山健一，兼板佳孝.  

「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」の活用と今後の展開. 

日本睡眠学会第 48 回定期学術集会，横浜，2024 年 7 月． 

 

17. 栗山健一.  

IoTやウエアラブルデバイスを活用した睡眠健康増進－医療前段階を中心に－．睡眠関連疾患に 

おける最良の Patient Journeyを目指した IoTやデジタルデバイスの活用． 

日本睡眠学会第 48 回定期学術集会，横浜，2024 年 7 月． 

 

18. 栗山健一. 

「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」における高齢者の睡眠健康目標． 

日本睡眠学会第 48 回定期学術集会，横浜，2024 年 7 月． 

 

19. 河村 葵，羽澄 恵，岡邨しのぶ，伏見もも，吉池卓也，栗山健一． 

職域における睡眠簡易健診、睡眠衛生指導の有用性． 

日本睡眠学会第 48 回定期学術集会，横浜，2024 年 7 月． 

 

20. 伏見もも，河村 葵，内海智博，吉池卓也，松井健太郎，都留あゆみ，伊豆原宗人，有竹清夏， 

栗山健一． 

日本人における不溶性食物繊維摂取と睡眠休養感の関連． 

日本睡眠学会第 48 回定期学術集会，横浜，2024 年 7 月． 

 

21. 松井健太郎，志村哲祥，駒田陽子，岡島 義，橋本英樹，大橋由基，尾崎章子，栗山健一． 

一般勤労者の平日の睡眠時間短縮に寄与する要因の縦断的検討． 

日本睡眠学会第 48 回定期学術集会，横浜，2024 年 7 月． 

 

22. 栗山健一. 

「睡眠の質」と心身の健康．睡眠医学の最新トピックスと総合病院精神医療での展開． 

第 37 回日本総合病院精神医学会総会，熊本，2024 年 11月． 

 

23. 栗山健一. 

「国民の睡眠健康目標に准じた精神疾患患者の睡眠治療の考え方」． 

第 43回日本社会精神医学会（ランチョンセミナー），東京，2025年 3月． 
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24. 栗山健一. 

「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」の概要・活用・発展．  

第 26 回日本健康支援学会年次学術大会（メインシンポジウム），川崎，2025年 3月． 

 

25. 津下一代． 

健康日本 21（第三次）推進へ向けて〜産業保健に期待されること〜． 

第 97 回日本産業衛生学会，広島，2024 年 5 月． 

 

26. 津下一代． 

健康日本 21（第三次）をはじめとする健康政策と日本運動疫学会・健康運動指導士等への期待． 

第 26 回日本運動疫学会学術総会，佐久，2024 年 6 月． 

 

27. 津下一代． 

動脈硬化性疾患予防の観点から考える後期高齢者の保健事業のあり方. 

第 56 回日本動脈硬化学会総会・学術集会（シンポジウム），神戸，2024 年 7 月． 

 

28. 津下一代． 

わが国のメタボリックシンドローム対策に関する歴史と現状、課題． 

第 56 回日本動脈硬化学会総会・学術集会（シンポジウム），神戸，2024 年 7 月． 

 

29. 津下一代． 

コントラバシー糖尿病重症化予防における保健事業． 

第 11回 JADEC年次学術集会，京都，2024 年 7 月．  

 

30. 佐々木那津，渡辺和広，金森由晃，田淵貴大，藤原武男，西 大輔． 

多様な子ども期逆境体験（Adverse Childhood Experiences: ACEs）が成人期のメンタルヘルスに

与える影響：JACSIS研究より． 

第 120回日本精神神経学会学術総会，札幌，2024 年 6 月． 
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（３）報道・その他 

［令和４年度］ 

 1. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵 お年寄りの長寝に注意．47NEWS,2022年 5 月 31 日 デジタル． 

 

 2. 栗山健一.  

  夜の睡眠「休養感」が鍵 死亡リスク影響の可能性．神戸新聞，2022年 5 月 23 日 朝刊． 

 

 3. 栗山健一. 

   睡眠は「休養感」が鍵 お年寄りの長寝に注意．山陰中央新報，2022年 5 月 19 日 日刊． 

 

 4. 栗山健一.  

  睡眠は休養感が鍵 お年寄り、長寝に注意．徳島新聞，2022年 5 月 19 日 日刊． 

 

 5. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵 高齢者は長寝に注意．中部経済新聞，2022年 5 月 19 日 日刊． 

 

 6. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵 高齢者は長寝に注意．北海道新聞，2022年 5 月 18日 日刊． 

  

 7. 栗山健一.  

  睡眠の「休養感」健康指示の鍵．静岡新聞，2022年 5 月 17日 夕刊． 

  

 8. 栗山健一.  

  65歳以上、必要以上の長寝はリスク 睡眠 鍵は休養感．山陽新聞，2022年 5 月 17日 朝刊． 

  

 9. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵．東奥日報，2022年 5 月 16日 日刊． 

 

 10. 栗山健一.  

  睡眠時の休養感 健康の鍵に．信濃毎日新聞，2022年 5 月 12 日 日刊． 

  

 11. 栗山健一.  

  休養感ある睡眠で健康維持．大分合同新聞，2022年 5 月 12 日 日刊． 

  

 12. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵．佐賀新聞，2022年 5 月 11 日 日刊． 

 

 13. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵．長崎新聞，2022年 5 月 10 日 日刊． 

  

 14. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵．北日本新聞，2022年 5 月 10 日 日刊． 

 

 15. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵 高齢者、長寝は悪影響も．秋田魁新報，2022年 5 月 7日 日刊． 

 

 16. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵に．千葉日報，2022年 5 月 6日 日刊． 
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 17. 栗山健一.  

  睡眠で重要なことは「休養感」 高齢者で死亡リスク左右．京都新聞，2022年 5 月 5日 デジタ

ル． 

 

［令和５年度］ 

 1. 辻 一郎． 

  人とのつながりが健康の要． 

  聖教新聞，2023年 9月 26日（第 21642号）． 

 

 2. 辻 一郎． 

  健康日本 21（第三次）始動． 

  日本食糧新聞，2024 年 3月 29 日号（第 12735号）． 

 

 3. 辻 一郎． 

  一生で必要な医療費のこと、知ってますか？ 

  Tarzan, 2023;869:18-21. 

 

 4. 栗山健一． 

  夢に反応 叫び声や暴力 レム睡眠行動障害． 

  河北新報，2023年 4月 21 日日刊． 

 

 5. 栗山健一． 

  睡眠中 突然叫ぶ、殴る レム睡眠行動障害． 

  函館新聞，2023年 4月 23 日日刊． 

 

 6. 栗山健一． 

  レム睡眠行動障害 夢に応じて体が動く 

  十勝毎日新聞，2023年 4月 24日日刊． 

 

 7. 栗山健一． 

  睡眠休養感をアップする方法． 

  サンデー毎日，2023年 5 月 7・14日合併号 pp120-121. 

 

 8. 栗山健一． 

  レム睡眠行動障害 睡眠中に突然叫ぶ 

  釧路新聞，2023年 5 月 17日日刊． 

 

 9. 栗山健一． 

  夢に反応 体が動く レム睡眠行動障害． 

  四国新聞，2023年 5 月 19 日日刊． 

 

 10. 栗山健一． 

  睡眠中に突然叫ぶ レム睡眠行動障害  

  八重山毎日新聞，2023年 6 月 2 日日刊． 

 

 11. 栗山健一． 

  大声で寝言 10年続く母 からだの質問箱 

  読売新聞（14面），2023年 6 月 2 日日刊． 
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 12. 栗山健一． 

  健康特集「睡眠休養感」を高めて目覚めスッキリ！ 

  ハルメク，2023年 7 月号 pp79-85． 

 

 13. 栗山健一． 

  なんでも健康相談 眠れなくて困っています. 

  NHKテキスト きょうの健康，2023年 8 月号 pp113． 

 

 14. 栗山健一． 

  体のお悩みなんでも Q＆A 睡眠編． 

  irodori FUJIFILM，2023年 9月号 pp8-11． 

 

 15. 栗山健一． 

  健康 NAVI特集 睡眠時間＋睡眠休養感が健康のカギ！ 

  Health & Life, 第 467号 2023年 Autumn 10月号 pp6-11. 

 

 16. 栗山健一． 

  シニアの睡眠の質を高める快眠のヒント． 

  NHKテキスト きょうの料理, 2023年 11月号 PR. 

 

 17. 栗山健一． 

  睡眠改善で健康づくり１．睡眠がおよぼす健康への影響－健康リスクを知っておこう－． 

  地方公務員安全と健康フォーラム, Vol.126:28-29, 2023年 12月号. 

 

 18. 栗山健一．  

  からだの質問箱 足裏が熱く眠れない. 

  読売新聞（9面）, 2024 年 1月 5日日刊． 
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